
令和４年度学びチャレンジリーディングスクール実施報告書（３年次） 

学校名 北九州市立千代小学校 校長名 戸次 健治 

教科等名 
（ A B C の 

いずれかを 

   で囲む） 

A 教科等（       ）   B 複数教科等 

C補充学習 
学級数 １６学級 

令和４年度の 

研究の実際 

○ 研究主題 

考えを深め・広げ・課題解決につなぐ教科等の取組 

○ 研究のねらい 

学級の支持的風土をつくる「学級力」の取組を基盤として、学習指導要領

に基づいた「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりの工夫

を行うことで、児童の、思考力・判断力・表現力、実践力・行動力、協調性や人

間関係力等、多様な資質・能力の育成を目指す。 

○ 取組の概要 

 ① 考えを深め、広げる学びを具現化する授業改善 

  【課題設定の工夫】             【学習展開の工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② よりよい課題解決へと向かうための評価の工夫 

【ルーブリックを活用した教師の評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の実態に応じた課題にした

り、提示方法を工夫したりする。多

くの児童が主体的に学習へ取り組

むことのできるようにした。 

話し合う場面を意図的に仕組む。

事前に個人思考の時間をとり、自分

の考えと比べながら友達の考えを

聞くことができるようにした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 広げる・つなげる対話力の育成 

【発達段階に応じた聞き方・話し方指導の充実】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度の 

成果と課題 

○ 成果 

 ① 導入の工夫やICTの活用により、様々な場面で主体的に学ぼうとする

児童の姿が見られた。 

○ 課題 

 ① コロナ禍で制限も多く、話合い活動を充分に行うことができなかっ

た。今後も「学級力」を充実させ、より一層、対話的な学びを深めていく必

要がある。 

 ② 年度当初から職員全体で共通理解を図り、より効果的な取組にしてい

かなければならない。公開授業等については、見通しをもち、計画的に進

めていけるようにしたい。 

 

学校全体で、「聞く・話す」スキルの共通認識をもち、普段の学習から指導に取

り組んでいった。 

 話合い活動では、教師がルーブリックを活用しながら評価を行った。また、振り

返りの場面において、児童が個人思考や全体での話合いの振り返りを行った。こ

れらを活用し、教師は、児童の達成状況を把握すると共に、肯定的なフィードバッ

クを行うようにした。 


